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DIGITABLE2015 デジタルフォト基礎講座　第 2 回
高木大輔講師

「Photoshop での明るさ調整」　

JPEG や TIFF データからの明るさの調整方法の基本を
おさらいした。

■” 明るさの正しい概念” をつかむために、カラー画
像をモノクロ画像に置き換えていた。
カラー写真の濃淡を感覚的なイメージではなく” 数値”
として認識することで、明るさの概念を共有すること
ができるだろう。
情報パレットから表示できるヒストグラムを見ること
で、画像全体の明るさの分布を一目で確認することが
重要だ。
■ Photoshop の調整レイヤーで明るさを調節するには

「明るさ・コントラスト」「レベル補正」「トーンカーブ」
「露光量」の４つの方法がある。

逆光で黒くつぶれてしまった写真画像の補正で、「明る
さ・コントラスト」以外の仕上がりを比較している。
今回の比較では、通常の適正露出の概念を超えるほど
の大きな補正を行った場合、レベル補正が優位のよう
だ。
■「平均化（イコライズ）」は、明るさのレベルの範囲
全体を均等に再分布するものだが、作品作りにもいろ
いろ応用がきくようだ。
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Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

11 月の展覧会会場にもなる江東区文化センターの展示ロビー

動画をつかって解説する高木大輔講師

▲
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▲

最も暗いレベル (0) 最も明るいレベル (255)1/2 ト一ン　(127)

図 2015-009：情報パレットのヒストグラム

※ 200 レベル

明るさのレベル分布
この写真の明るさのレベルは、どの様に分布しているのだろう。Photoshop の情報パレットで「ヒストグラム」
を選べば、明るさ分布のグラフを表示してくる。
ヒストグラムは、画像全体について各レベルの明るさがどのくらい含まれているかを示すものだ。この画像
のヒストグラムでは中間より左側の付近の山が高いことから、この画像では中間からやや暗いレベルの明る
さが一番多いことが分かる。シャドウ側 ( 暗い側 ) については 0 に近いレベルまで分布しているが、ハイラ
イト側 ( 明るい側 ) についてはかなり少ないことが分かる。一般に画像の明るさを感じると言われる 200 以
上のレベルは、この画像では（画像の面積的には）少ないようだ。
このように明るさのヒストグラムでは、画像全体について各レベルの明るさがどのくらいの分布で含まれて
いるかが一目で分かる。

図 2015-010：レベル補正パレットのヒストグラム

こちらの画像は週刊デジタブルの 1 月 23 日号で、レフ板の効果について説明したもの。左からレフ板無し、
白レフ使用、銀レフ使用の順で撮影したが、ヒストグラムの変化に注目しょう。
レフ版の使用によってヒストグラムの中心点が、（明るいほうの）右側にシフトしていくのがよく分かるだろ
う。一般的にこのような人物撮影などでは、ヒストグラムの中心部が中央より右側に寄れば明るい写真とし
て感じる。尚、この場合、一番明るい側の突出している細い山は、背景の白壁を表示しているが、そちらは
レフ板の影響を受けていないので、山の位置にほぼ変化は見られない。

takagi TK-PRESS

▲

takagi TK-PRESS
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その他の明るさ調整コマンドを比較する
Photoshop の調整レイヤー上の明るさ調整には「明るさ・コントラスト」
「レベル補正」「トーンカーブ」「露光量」の 4つのコマンドがある。
このうち初心者用の「明るさ・コントラスト」を除き後者 3つについて
見てみよう。ここでは逆行で画像の大半が黒くつぶれて見える画像から
の補正を試みる。
左側はトーンカーブでの補正、暗部のカーブを大きく持ち上げて暗くつ
ぶれた画像の大半をなんとか描写出来たが、明部に影響が及ばないよう
細心の操作が必要だ。
中央のレベル補正では入力スライダーの中央値を 1.0 → 3.0 に操作した
のみで左と同様の調整が得られた。これは 3ページで述べた画像のガン
マ値（＝画像のγ）を操作した訳だが、操作が簡便であるだけでなく、
このような大きな補正には画像の荒れや階調の滑らかさ等、仕上がり具
合にもレベル補正が勝っているようだ。
右図は露光量で同様にガンマ操作を行ったものだが、表示されるガンマ
値も同等でないようで、また補正もうまく反映されていない。
このように通常の適正露出の概念を超えた、大きな補正に関しては、や
はりレベル補正の優位性があると思われる。

図 2015-016：極端な補正効果（＝ガンマ補正）をトーンカーブ、レベル補正、露光量の各コマンドで比較する



参加者全員による “ライト二ングトーク”
ＥＹ会員：4 × 5 や 8×10 の蛇腹の修理をアクリルスプ
　　　　　レーで解決
ＨＹさん：ビジター参加。花や日常での作品がベース
ＭＫ会員：iPad で出席管理。いろいろ応用を開発中
　　　　　コンサートチラシも
ＩＳ会員：横浜撮影会でコンデジ動画を披露
ＮＹ会員：遺影写真の制作レポート
ＩＦ会員：横浜撮影会での試作をシルバーエフェクツの
　　　　　モノクロで
ＴＮ会員：小動物をターゲットにした赤外リモート装置
　　　　　を開発中
ＫＭ会員：地元の小学校の桜。樹齢 120 年の古木と小
　　　　　学生の行事
ＷＥ会員：出版しているオピニオン・プラスの報告
　　　　　（今月の一枚に掲載）
ＡＹ会員：CameraRAW の明瞭度のデータ解析について
　　　　　イコライズも今後研究とのこと

Photoshop 研究講座　平野正志講師
「アクティーブ D ライティング」

ニコンのデジタル一眼には「アクティーブＤライティン
グ」という撮影時に「ハイライト部の白飛びを抑え、暗
部の黒つぶれを軽減する」設定がある。
D800 と D300 の 2 台のカメラを使用していろいろな条
件で比較をしてみた。
撮影条件やファイル形式によって効果は様々だが、展開
ソフトの表示には違いが若干あるようだ・・・
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今月の 1 枚：女性の活躍に焦点をあてた雑誌、オピ
　　　　　　ニオン・プラス
　　　　　　視点のユニークな季刊誌だ
　　　　　　お申し込みは  http://opinion-plus.info/

アクティーブ D ライティングについて解説する平野正志講師
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RAW＋ Jpeg での撮影 Jpeg 画像が上。Dライティングで大きく変化している。
下は RAW+Jpeg の RAW画像をそのまま未調整で開き PSDに保存している。

明らかに変化の度合いは少なく、Dライティングの効果は微妙にはあるものの jpeg ほど大きく変化してこない。
ニコンソフトのビューNX２では RAW画像も Jpeg 同様に変化して見える。

D300 での Dライティングは４種類だ。

上はフォトショップ、下はビューNX２出の表示

スタジオ撮影での比較

D800


